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　本資料は、主に平成１６年、１７年の土砂災害等について、前兆現象、
災害情報、住民避難、市町村の避難勧告等について時系列的に整理
を行ったものである。
収集事例は右表の通りである。

　前兆現象の発見時刻の明らかな事例（土石流）：４９
　前兆現象の発見時刻の明らかな事例（土石流およびがけ崩れ）：３
　前兆現象の発見時刻の明らかな事例（がけ崩れ）：９
　前兆現象の内容の明らかな事例（がけ崩れ）：１０

これらのうち代表的な２２事例について個表にまとめた。

平成１７年台風１４号災害 竹田市荻町南河内地区（土石流）・・・・・・・２
由布市下湯平地区（土石流）・・・・・・・・・・・３
高千穂町土呂久南地区（土石流）・・・・・・・４
日之影町神影上地区（土石流）・・・・・・・・・５
垂水市新城小谷地区（土石流）・・・・・・・・・６
垂水市新御堂地区（土石流・がけ崩れ）・・７
高千穂町土呂久畑中地区（がけ崩れ）・・・８
椎葉村上椎葉地区（がけ崩れ）・・・・・・・・・９
三股町切寄地区（地すべり）・・・・・・・・・・・１０
山之口町五反田地区（がけ崩れ）・・・・・・・１１

平成１６年福井豪雨災害 美山町蔵作地区（土石流）・・・・・・・・・・・・・１２
福井市浄教寺地区（土石流）・・・・・・・・・・・１３
鯖江市上河内地区三ツ俣川（土石流）・・・１４
今立町柳地区岩窟谷川（土石流）・・・・・・・１５
池田町下小畑地区宮の谷川（土石流）・・・１６

平成１６年台風災害（香川県） さぬき市大川町森行大谷川（土石流）・・・・１７
さぬき市寒川町石田東門入川（土石流）・・１８
東かがわ市水主笠松川（土石流）・・・・・・・１９
東かがわ市水主折金池川（土石流）・・・・・２０

平成１６年台風災害（愛媛県） 新居浜市郷地区又野川（土石流）・・・・・・・２１
新居浜市東楠崎地区楠崎川（土石流）・・・２２
西条市早川地区早川（土石流）・・・・・・・・・２３

災害発生までの経緯と前兆現象の事例　　　　　　　　　
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位置図

被災状況

災害発生までの経緯と前兆現象の事例（土石流）　　　　　　　　　　　

平成１７年台風１４号大分県竹田市荻町南河内地区

【大分県竹田市荻町南河内地区の地形的特徴】

・本地区は滝水川沿いの谷底平野に集落が分布している。集落
　背後に斜面、渓流がある。

【前兆現象】

・滝水川では半日前から川に石が流れて行く音を聞いたり、川
　の水が以上に濁っているのが確認されている。

・土石流発生１時間前にはがけ崩れから水が噴き出したり、地
　鳴りを聞いている。

【対応のあり方】

・自宅前の川の状況をよく観察しているが、裏山の状況の変化
　との関連性の認識を高め、適切な避難を行う必要がある。 ＣＬの超過状況

凡例
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平成１７年台風１４号大分県湯布院町下湯平地区

位置図

被災状況

凡例

【湯布院町下湯平地区の地形的特徴】
・下湯平地区は花合野川による谷底平野で形成された地区であ
　り、多くの一次谷が流入している。

【前兆現象】
・災害発生の５、６時間前から流木や石が流れるのが確認されて
　いる。
・下湯平地区から約２km離れた小平地区では５時間前から湧水

　や土のにおいが確認されている。

【対応のあり方】
・２kmといった広い範囲で前兆現象が発生している場合には、範

　囲内全域で土砂災害の危険性が高い状況にあるといえる。川
　の水の異常な濁りや川の水が急な減少などの現象が発生した
　場合には、ただちに　避難を行うことが重要である。

災害発生までの経緯と前兆現象の事例（土石流）　　　　　　　　　　

CLの超過状況
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位置図

被災状況

災害発生までの経緯と前兆現象の事例（土石流）　　　　　　　　　

平成１７年台風１４号宮崎県高千穂町土呂久南地区

【宮崎県高千穂町土呂久南地区の地形的特徴】
・本地区は土呂久川の左岸川の傾斜地に位置し、周辺は急傾
　斜に囲まれている。

【前兆現象】
・発生５時間前から、流木やがけから小石が落ちるのが見られ、
　４時間前にはがけからの湧水が確認されている。

【対応のあり方】
・土石流、がけ崩れの危険箇所に指定されていなかったが、同地
　区は土砂災害の危険性が高いので住民に前兆現象について周
　知を図る必要がある。

凡例

高千穂町 岩戸雨量観測所
EL突破 9月5日 17時00分
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位置図

被災状況

災害発生までの経緯と前兆現象の事例（土石流）　　　　　　　　　　

平成１７年台風１４号鹿児島県　垂水市新城小谷地区

凡例

【垂水市新城小谷地区の地形的特徴】
・小谷地区は、数mの渓流が集落の中を流下しており、目の前を小谷川

　に流れている。

【前兆現象】
・土石流発生１時間半前には流木の発生、川の異常な濁りが確認されて
　いる。
・がけからは、湧水の発生や小石が落ちる様子やがけ崩れが確認されて
　いる。

【対応のあり方】
・流木の発生、川の異常な濁り等の前兆現象がみられたら早めの避難を
　考える。
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位置図

被災状況

災害発生までの経緯と前兆現象の事例（土石流）　　　　　　　　　　

平成１７年台風１４号鹿児島県垂水市新御堂地区

凡例【垂水市新御堂地区の地形的特徴】
・川幅数mの渓流の谷の出口に広がる扇状地と本城川に挟まれた集

　落である。

【前兆現象】
・がけ崩れ発生６時間及び１時間３０分前に川の水の異常な濁りや小石
　がぱらぱら落ちているのが確認されている。土石流発生１時間前には
　川に石が流れていく音が聞かれ　ている。
【対応のあり方】
・川の水の異常な濁りや小石がぱらぱら落ちる現象等、異常な現象がみ
　られる時には早めの避難が重要である。
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位置図

被災状況

災害発生までの経緯と前兆現象の事例（がけ崩れ）　　　　　　　　　　

平成１７年台風１４号宮崎県高千穂町土呂久畑中地区

【宮崎県高千穂町畑中地区の地形的特徴】
・本地区は土呂久川に合流する支渓流の扇状地に位置し、周辺
　は急傾斜に囲まれている。

【前兆現象】
・発生１時間前から、流木やがけから小石が落ちるのが見られた
　り、地鳴りや石が流れる音が聞かれている。

【対応のあり方】
・土石流、がけ崩れの危険箇所に指定されていなかったが、同地
　区は土砂災害の危険性が高いので住民に前兆現象について周
　知を図る必要がある。

凡例

高千穂町 岩戸雨量観測所
EL突破 9月5日 17時00分
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平成１７年台風１４号宮崎県椎葉村上椎葉地区

凡例

災害発生までの経緯と前兆現象の事例（がけ崩れ）　　　　　　　　　　

《⑩ 東臼杵郡　椎葉村　上椎葉地区　（死者３名）　土石流》　　　　　
ひがしうすきぐん　しいばそん　　かみしいば

位置図

被災状況

椎葉村 椎葉駐在雨量観測所
EL突破 9月5日 15時30分

【宮崎県椎葉村上椎葉地区の地形的特徴】
・本地区は耳川の狭い平地に集落が分布している。集落背後に
　急斜面が迫っている。

【前兆現象】
・前日からがけの木の根の切れる音が聞こえ、湧水が確認されている。
・土石流発生１時間前に腐って土やきな臭いにおいが確認されている。

【対応のあり方】
・防災意識の高い箇所で過去にも自主避難を行っているが、発生
　を予想しなかった箇所であったため被害を受けた。しかしながら、
　当該箇所で様々な前兆現象は確認していたので、今後は自主避
　難に活用することが必要である。
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災害発生までの経緯と前兆現象の事例（地すべり）　　　　　　　　　

平成１７年台風１４号宮崎県三股町切寄地区

【宮崎県三股町切寄地区の地形的特徴】
　・三股町切寄地区は沖水川による谷底平野で形成された地区
　　であり、地すべりの発生した斜面は尾根地形であった

【前兆現象】
　・発生の６時間前に湧水が、５時間前には地鳴りが、４時間前に
　　は斜面からの小石の落下が確認されている
　・降雨が小康状態となってから崩壊が発生している。

【対応のあり方】
・「地鳴り」「斜面末端の崩落」など地すべりの前兆現象に注意し、
　それらが発見された場合には降雨が弱くなっても避難する必要
　がある

位置図

被災状況

凡例

三股町 樺山雨量観測所
EL突破 9月5日 17時30分
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位置図

被災状況

災害発生までの経緯と前兆現象の事例（がけ崩れ）　　　　　　　　　　

平成１７年台風１４号　宮崎県山之口町　五反田地区

【山之口町五反田地区の地形的特徴】
・山之口町五反田地区は東岳川によって形成された谷底平野である。

【前兆現象】
・発生の２日前から川に石が流れていく音が確認されている。
・発生の１日前には、がけから小石がぱらぱら落ちていること、がけから
　の湧水、がけから木の根の切れる音が確認されている。

【対応のあり方】
・前兆現象が確認された場合、地域一帯で土砂災害の危険性が同様に高
　いと考え、地域全体が早期に避難する必要がある。

凡例

山之口町 青井岳雨量観測所
EL突破 9月5日 4時20分
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【日之影町中心地区の地形的特徴】
・五ヶ瀬川両岸の狭い平地に住民が生活している谷底平地であり、人家の近くまで急峻
な斜面が接近している。
【台風14号時の対応と被害】
・五ヶ瀬川の水位上昇による氾濫が予想されたため、町は早い段階から自主避難の呼
びかけを行う（9月5日　13：00)
・神影上地区の楠元住宅の住民は自主避難の呼びかけに応じ、日之影小学校の体育館
へ避難(9月5日　20：00)
・神影上地区の背後地から土石流が発生し、8戸が被害を受けたが人的被害はなし(9月
6日　9：50)
【対応のあり方】
・楠元住宅のような避難所より高台にある住居では、河川水位上昇による氾濫の影響は
小さいが、台風14号時のように背後地からの土石流により人家が被災していることから、
背後地での異変についても注意する必要がある。
・このような地形的特徴の地区は、河川水位上昇とともに背後地も危険な状態になって
いる可能性が大きいので、過去の土砂災害と河川水位を整理して警戒避難に役立てた
り、付近の渓流斜面に注意を払うことが必要である。

宮崎日日新聞の報道

被災前(神影上地区) 被災後(神影上地区)

谷底平地の模式横断図（神影上地区）

(

平
成
17
年
10
月
14
日
）

(

平
成
18
年
1
月
5
日)

（宮崎県日之影町神影上地区）

09:30
13:00

防災無線により自主避難の呼びかけ
9 (避難所開設完了を3回、自主避難の呼びかけを4回)

月
5 17:00 消防団員が各避難所に待機(3名以上)
日 (必要に応じ、自主避難の呼びかけと援助を実施)

20:20 土砂災害情報を西臼杵支庁よりFAX送信 20:00 神影上地区の住民自主避難完了
21:15

22:06 五ヶ瀬川警戒水位報告
00:30 神影中・下地区に避難勧告(29世帯53人)

(消防指令車にて地域内を巡回放送。消防団が最終世帯を最終確認)

災害本部へ移行(本部長と団長の決断　水位4.3m)

02:55 五ヶ瀬川特別警戒水位報告
05:20

07:00 防災無線により日之影中央地区に避難勧告(113世帯263人　全戸放送)

07:15 五ヶ瀬川危険水位報告
08:00 防災無線により見立上川地区に避難勧告(10世帯23人　全戸放送)

10:50 五ヶ瀬川最高水位(9.88m)、目視で最高11m超過
11:10 防災無線により八戸下住宅に避難勧告(14世帯30人　全戸放送)

9
月
6
日

災害警戒本部設置(職員へ避難所開設準備を指
示) 避難所の開設完了(15箇所、職員30名が避難所

に待機)

五ヶ瀬川通報水位報告(西臼杵支庁・北方町役
場・危機管理局へ)

※避難勧告を出した世帯166世帯369人　ほぼ
自主避難に含まれる

防災無線により全世帯に台風14号が最大級の
台風であることを啓発。河川水位変化状況を頻
繁に放送。

宮崎県西臼杵支庁 日之影町
0204060
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中小屋（アメダス）

時間雨量（mm）

14:25

キ
ー
ワ
ー
ド
を
伴
う
大
雨
警
報

（
＊

）

7日0:25より通常の大雨警報
5:15より大雨注意報
9:45解除

20:20　電話にて着信確認

20:20 CL超過

09:50　神影上地区
土石流発生の連絡

4日4:39より
大雨注意報
4日21:50より
大雨警報

災害発生までの経緯と前兆現象の事例（土石流）　　　　　　　　　　

平成１７年台風１４号宮崎県日之影町神影上地区

避難所

(日之影小学校体育館)

楠元住宅

五ヶ瀬川の増水

に対しては避難
所より高台にあ

るため安全

五ヶ瀬川

五ヶ瀬川

避難所

(日之影小学校体育館)

楠元住宅

土石流

五ヶ瀬川増水のため

住民避難後に裏山の

渓流からの土石流に
より被災（人的被害

無し）
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【美山町蔵作地区の地形的特徴】
・蔵作地区は蔵作川による谷底平野に形成された地区であり、
上流は田・畑として、下流は宅地として利用されている。
・この付近は稗苗川が蔵作川へ合流している。また足羽川から
　の洪水により浸水する地域である。

【前兆現象】
・土石流発生の２時間以上前から川からごろごろと岩の流れる
　音がした。

【対応のあり方】
・河川の増水、氾濫の後に続けて土石流が発生しており、河川
　の水位・　流量に気を配り、状況に応じて早期の避難をする
　ことが必要　である。

位置図

被災状況

被害家屋構造はすべて木造（非木造なし）

被害家屋状況図

稗苗川

上良川

蔵作川

蔵作地区
(10)全壊

(4)全壊

(5)全壊
(6)全壊

(7)全壊

(9)全壊

(8)全壊

(1)全壊

(3)全壊

(2)全壊

(11)全壊

(12)全壊

災害発生までの経緯と前兆現象の事例（土石流）

平成１６年福井豪雨災害　美山町蔵作地区

元河道幅：約5m

流下方向
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位置図

被災状況

【福井市浄教寺地区の地形的特徴】
・浄教寺地区は一乗川・一乗谷川による谷底平野に形成された地区であり、谷出口付
　近から宅地として利用されている。

【前兆現象】
・発生の３０分前には氾濫が発生し、ごろごろと石が渓流を流れる状況が確認されている。

【対応のあり方】
・河川の増水、氾濫の後に続けて土石流が発生しており、河川の水位・流量に気を配るこ
　とで、早期の避難をすることが必要である。

災害発生までの経緯と前兆現象の事例（土石流）

平成１６年福井豪雨災害　福井市浄教寺地区

元河道幅：約7m

被害家屋構造はすべて木造（非木造なし）

被害家屋状況図

一乗川・一乗滝川

(2)半壊
(１)半壊
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位置図

被災状況

【鯖江市上河内地区の地形的特徴】
・上河内地区は三ツ俣川により形成された谷底平野で
　あり、多くの渓流が流入している。

【前兆現象】
・土石流発生の１時間前から水路いっぱいに濁流が流れ
ており、がらがらと石が流れる音が確認されている。

【対応のあり方】
・多くの渓流が流入している谷底平野であるため、豪雨
　時には河川の状況に気を配り、異常を感じたら速やか
　に避難する必要がある。

横断図

災害発生までの経緯と前兆現象の事例（土石流）　　　　　　　　　　　　　　　

平成１６年福井豪雨災害　鯖江市上河内地区　三ツ俣川
横断箇所

被害家屋状況図

被害家屋構造はすべて木造（非木造なし）

(1)全壊

横断箇所
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被害家屋構造はすべて木造（非木造なし）

被害家屋状況図

岩窟谷川

氾濫開始点

(1)全壊

(2)半壊

(3)半壊

位置図

被災状況

【今立町柳地区の地形的特徴】
・今立町柳地区の被災地は岩窟谷川による氾濫で形成された扇状地である。

【前兆現象】
・災害発生の3時間半前には水路いっぱいに水が流れており、流木が橋にひっか

　かることにより浸水被害が生じた

【対応のあり方】
・流木が発生すると、いつどこで閉塞するか分からないので、本災害のように、水
　位が上昇したときには閉塞することを想定し、早めの避難を行うことが必要とな
　る。

災害発生までの経緯と前兆現象の事例（土石流）　　　　　　　　　　　　

平成１６年福井豪雨災害　今立町柳地区　岩窟谷川

元河道幅：約5m
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位置図

被災状況

災害発生までの経緯と前兆現象の事例（土石流）　　　　　　　　　　　　　　

平成１６年福井豪雨災害　福井県池田町下小畑地区　宮の谷川

【池田町下小畑地区の地形的特徴】
・池田町下小畑地区の被災地は宮の谷川による氾濫で形成された
　扇状地である。

【前兆現象】
・災害発生の１時間半前から、本川の部子川が川幅いっぱいに水
　が流れていた。その時、石が流れる音が確認されている。

【対応のあり方】
・本川が氾濫寸前になるような状況下では、渓流からも土石流が発生
　する危険性が高いことに留意し、早めの避難をすべきである。
・部子川付近の住民も、河川の氾濫だけを心配するのではなく、渓流
　からの土石流にも注意を払う必要がある。

谷出口の元河道幅：約2m
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平成１６年台風災害　香川県さぬき市森行大谷川

【香川県さぬき市森行大谷川の地形的特徴】
・森行地区は森行大谷川と本川である森行川の合流点付近の扇状地に位置する

【前兆現象】
・土石流発生の一時間前から、河川流量の増加と小礫の流出が確認されている

【対応のあり方】

・複数の河川が合流する箇所では、いずれの河川から土石流が発生してもおかし
　くない状態にある。河川を限定せず、水位に気をつけ早期の避難が望まれる。

位置図

被災状況

災害発生までの経緯と前兆現象の事例（土石流）　　　　　　　　　　　　
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平成１６年台風災害　香川県さぬき市寒川町石田東門入川

【香川県さぬき市寒川町石田東の地形的特徴】
・石田東地区は、門入川の流れる谷底の平地に集落が分布している。

【前兆現象】
・土石流発生の1時間前には県道路面に土砂および濁水が流入していた
・河川の溢水が土石流発生の15分前に河川の溢水が確認されている。

【対応のあり方】

・河川の水位に注意を配り、状況に応じて早めに避難する必要がある。

位置図

被災状況

災害発生までの経緯と前兆現象の事例（土石流）　　　　　　　　　　　　　　
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平成１６年台風災害　香川県東かがわ市水主笠松川

【香川県東かがわ市水主の地形的特徴】
・水主地区では、笠松川が本川との合流地点で形成された扇状地上に集落が分布
　している。

【前兆現象】
・土石流発生の1時間前には山からゴロゴロという雷のような音が続いていた。

・土石流発生直前に河川の増水が確認されている。

【対応のあり方】

・笠松川だけではなく、本川の水位にも警戒し、早めの避難を行う必要がある。

位置図

被災状況

災害発生までの経緯と前兆現象の事例（土石流）　　　　　　　　　　　　　　
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平成１６年台風災害　香川県東かがわ市水主折金池川

【香川県東かがわ市水主の地形的特徴】
・本地区では、折金池川が本川との合流地点で形成された扇状地上に集
落が分布している。

【前兆現象】
・土石流発生の３０分前には山からゴロゴロという雷のような音が続いて
　いた。

【対応のあり方】

・折金池川だけではなく、本川の水位にも警戒し、早めの避難を行う必要が
　ある。

位置図

被災状況

災害発生までの経緯と前兆現象の事例（土石流）　　　　　　　　　　　　
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平成１６年台風１５号災害　愛媛県新居浜市郷地区　又野川

【新居浜市郷地区の地形的特徴】
・又野川地区は又野川によって形成された扇状地である。

【前兆現象】
・土石流発生の一時間半前から、浸水被害および斜面からの湧水が確認されている。
・土石流発生直前に山腹や渓流で異音が確認されている。

【対応のあり方】

・急峻な山地が背後に控えているような地形下では、浸水被害が発生するような降雨によりいつ
　土石流が発生してもおかしくない状況と考えられるため、水位に注意し早めの避難を行う必要
　がある。

①

②

位置図

被災状況

災害発生までの経緯と前兆現象の事例（土石流）　　　　　　　　　　　　
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平成１６年台風１５号災害　新居浜市郷東楠崎川

位置図

被災状況

【新居浜市郷地区の地形的特徴】
・郷地区は東西に並ぶ山地河川により形成された扇状地である。

【前兆現象】
・土石流発生の一時間半前には流木の発生が確認されている
・土石流発生の一時間前には河川の氾濫が発生している

【対応のあり方】
・急峻な山地が背後に控えているような地形下では、浸水被害が発生するような
　降雨によりいつ土石流が発生してもおかしくない状況と考えられるため、水位に
　注意し早めの避難を行う必要がある。
・類似する地形が東西に広がっているため、近隣の流域で氾濫被害が発生した時
　点で当流域でも危険性が高いと判断する必要がある。

①

災害発生までの経緯と前兆現象の事例（土石流）　　　　　　　　　　

元河道幅約3m
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平成１６年台風２１号災害　愛媛県西条市早川地区

位置図

被災状況

【西条市早川地区の地形的特徴】
・早川地区は早川、西早川、西早川上川によって形成された谷底平野である。

【前兆現象】
・土石流発生の約15分前に浸水被害が発生している。また、山肌の崩壊も確認さ

　れている。

【対応のあり方】
・当地区では三渓流が合流しているため、浸水被害が発生するような状況下では
　いずれの渓流から土石流が発生してもおかしくない状況にあると考えられる
・浸水被害が発生してからでは平野部までの避難は非常に困難になるため、早め
　の避難が必要になる

①、③

②、④

災害発生までの経緯と前兆現象の事例（土石流）　　　　　　　　　　

0 1km
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引用：愛媛県土砂・流木災害対策検討委員会報告書（平成17年3月）


